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美濃加茂年金事務所職員による

無料年金相談のお知らせ無料年金相談のお知らせ無料年金相談のお知らせ 予約制

25日（木）
4月の

相談日

　美濃加茂年金事務所では、年金の予約相談を実施しています。予約相談の実施

時間帯は下記のとおりで、予約相談希望日の１ヵ月前から前日まで受付していま

す。予約の申し込みの際は、基礎年金番号のわかる年金手帳や年金証書をご準備く

ださい。予約されますと、待ち時間も少なく、優先的に相談が受けられます。また、相

談内容にあったスタッフが事前に準備のうえ、丁寧に対応します。

　年金事務所の窓口で年金請求の手続きや、受給している年金についての相談を

希望される人は、ぜひ、予約相談を利用ください。予約につきましては、下記の予約

受付専用電話へおかけください。

（予約相談の実施時間帯）

○ ８：３０～１８：００（月曜日）　○ ８：３０～１６：００（火～金曜日）

○ ９：３０～１５：００（第２土曜日）

●予約受付専用電話　℡０５７０－０５－４８９０（受付時間　平日　８：３０～１７：１５）

●お問い合わせ

　美濃加茂年金事務所　℡０５７４－２５－８１８１　または「ねんきんダイヤル」

ねんきんダイヤル　  0570－05－1165 （市内通話料金）☎

  午前１０時～午後４時（お一人４５分程度）

  市総合文化センター（八幡町島谷）

  健康福祉部保険年金課　緯６７－１８２２

　 または各振興事務所振興課

時

場

問

▼軽自動車税　　　　全期

※口座振替をご利用の人は、残高

　不足にならないようお願いします。

　【納期限は５月７日(火)です】

今月の納税

▼４月３日（水）【八幡】

　９：３０～１１：３０

　１３：３０～１６：００

　市役所本庁舎

▼４月１４日（日）【大和】

　１０：００～１１：３０

　１３：００～１６：００

　大和リバーサイドタウンPio

美濃加茂年金事務所での年金の予約相談につい美濃加茂年金事務所での年金の予約相談についてて

郡上市役所（代表）　　　℡ ６７-１１２１

市長公室 ℡ ６７-１８３１

総務部 ℡ ６７-１８３２

健康福祉部 ℡ ６７-１８３４

農林水産部 ℡ ６７-１８３５

商工観光部　　　　　 ℡ ６７-１８０８

建設部 ℡ ６７-１８３６

環境水道部 ℡ ６７-１１２９

郡上市教育委員会 ℡ ６７-１１２３

郡上市消防本部  ℡ ６７-０１１９

郡上警察署 ℡ ６７-０１１０

郡上ケ ー ブ ルテレビ  ℡ ６７-２７８７

郡上市民病院 ℡ ６７-１６１１

国保白鳥病院  ℡ ８２-３１３１

国保和良診療所 ℡ ７７-２３１１

国保高鷲診療所  ℡ ７２-５０７２

国保和良歯科診療所   ℡ ７７-４００８

国保小那比診療所 ℡ ６９-２０１１

郡上市連絡先

　
市
で
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
市
内
に
居
住
す
る
市
民
税

非
課
税
世
帯
を
対
象
に
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
放
送
施
設
使
用
料
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
人
は
、
申
請
期
間

中
に
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
、

ま
た
は
各
振
興
事
務
所
に
て
助
成

申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
毅
母
子
、
父
子
の
み
の
世
帯

　
毅
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級
保
持
者
が
受
信
契
約
者

の
世
帯

　
毅
視
覚
、
聴
覚
障
が
い
者
が
受

　
信
契
約
者
の
世
帯

　
毅
重
度
（
A
１
、
A
２
）
の
知

　
的
障
が
い
者
を
有
す
る
世
帯

　
毅
重
度
（
１
級
）
の
精
神
障
が

　
い
者
を
有
す
る
世
帯

 
　
４
月
１
日
（
月
）
～
４
月
　１５

対期

　
日
（
月
）

必
要
な
も
の
　
該
当
す
る
障
害
者

　
手
帳
・
印
鑑

 
　
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課

 
　
　
・
１
８
１
１

６７

問☎
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の

お
知
ら
せ

　
　
万
円
を
限
度
に
、
さ
ら
に
助

１０
　
成
し
ま
す
。
助
成
の
対
象
者
は
、

　
県
が
実
施
す
る
「
岐
阜
県
特
定

　
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
」
の
内

　
容
に
準
じ
ま
す
。

 
　
健
康
福
祉
部
健
康
課

 
　
　
・
１
８
３
４

６７

問☎

怯
　
郡
上
市
一
般
不
妊
治
療
費
助

　
成
事
業
…
保
険
適
用
外
と
な
る

　
人
工
授
精
に
よ
る
不
妊
治
療
に

　
対
し
て
、
１
年
度
に
５
万
円
を

　
限
度
に
自
己
負
担
額
の
半
額
を

　
助
成
し
ま
す
。
申
請
は
毎
年
度

　
３
月
～
翌
年
２
月
ま
で
に
受
け

　
た
治
療
分
を
当
該
年
度
中
に
行

　
っ
て
く
だ
さ
い
。

怯
　
郡
上
市
特
定
不
妊
治
療
費
助

　
成
事
業
…
高
額
な
医
療
費
が
か

　
か
る
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受

　
精
・
顕
微
授
精
）
に
よ
り
、
県

　
か
ら
の
助
成
を
受
け
た
人
に
対

　
し
、
１
回
の
治
療
に
つ
き
上
限

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
施
設

使
用
料
助
成
の
お
知
ら
せ

　
「
糖
尿
病
と
は
　
血
糖
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
糖
尿
病
療
養
士
に

よ
る
、
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き

る
糖
尿
病
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 
　
４
月
　
日
（
金
）

２６

 
　
市
民
病
院
６
階
会
議
室

 
　
午
後
２
時
～
午
後
３
時

 
　
「
糖
尿
病
と
は
　
血
糖
に
つ

い
て
」

 
　
無
料

 
　
市
民
病
院
　
総
務
課

 
　
　
・
４
１
４
０

６５

日場時内費問☎
糖
尿
病
教
室
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＝
日
時
　
 
＝
対
象
　
 
＝
定
員
　
 
＝
時
間
　
 
＝
試
験
日
時
　
 
＝
内
容
　
　
 
＝
期
限
（
申
し
込
み
等
）
・
期
間

 
＝
場
所
　
 
＝
資
格
　
 
＝
参
加
費
・
受
講
料
     
＝
申
込
方
法
　
 
＝
そ
の
他
　
 
＝
問
い
合
わ
せ
先
（
申
し
込
み
先
）

日

対

定

時

試

内

期

場

資

費

申

他

問

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
の
お
知
ら
せ

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
等
へ
の

助
成
を
開
始
し
ま
す

　
市
で
は
、
骨
髄
ド
ナ
ー
（
提
供

者
）
の
登
録
と
、
骨
髄
等
の
移
植

推
進
を
図
る
た
め
、
ド
ナ
ー
と
そ

の
雇
用
事
業
所
に
対
し
て
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。

　
ド
ナ
ー
登
録
は
　
歳
か
ら
　
歳

１８

５４

ま
で
の
健
康
な
人
（
提
供
は
　
歳
２０

か
ら
　
歳
ま
で
）
と
な
り
ま
す
。

５５

 
　
【
ド
ナ
ー
】

　
毅

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で

平
成
　
年
４
月
１
日
以
降
に

３１

公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ

ン
ク
事
業
に
お
い
て
、
骨
髄

な
ど
の
提
供
を
行
っ
た
人

　
　
【
雇
用
事
業
所
】

　
毅

ド
ナ
ー
を
正
規
雇
用
し
て
い

る
事
業
所
で
、
ド
ナ
ー
が
市

へ
助
成
金
の
申
請
を
し
て
い

る
場
合
に
限
り
ま
す
。

　
　
た
だ
し
次
に
該
当
す
る
人
及

び
事
業
所
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

　
※
他
の
自
治
体
か
ら
同
種
の
助

成
を
受
け
て
い
る
場
合

　
※
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
が
あ
る
場

合

 
　
【
ド
ナ
ー
】

　
骨
髄
等
の
提
供
に
係
る
通
院
、

入
院
１
日
に
つ
き
２
万
円
（
通

算
７
日
を
限
度
と
し
ま
す
。
）

　
【
雇
用
事
業
所
】

対内

　
市
で
は
現
在
風
し
ん
の
流
行
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
　

～
　
歳

３９

５６

の
男
性
に
対
し
、
風
し
ん
抗
体
検

査
を
勧
め
て
い
ま
す
。
検
査
の
結

果
、
「
抗
体
価
が
低
い
」
と
診
断

さ
れ
た
場
合
は
、
風
し
ん
予
防
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

 
　
郡
上
市
に
住
所
を
有
す
る
昭

和
　
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
　

３７

５４

年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
男
性

　
※
検
査
対
象
者
に
は
、
順
次
案

内
書
と
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し

ま
す
。

 
　
平
成
　
（
２
０
１
９
）
年
度

３１

～
平
成
　
（
２
０
２
１
）
年
度

３３

末
ま
で
（
休
診
日
は
除
き
ま
す
）

 
　
検
査
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

ク
ー
ポ
ン
券
を
持
参
の
上
、
市

内
委
託
医
療
機
関
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

 
　
無
料

 
　
健
康
福
祉
部
健
康
課
（
や
ま

対期申費問

　
市
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋

の
納
税
者
で
「
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
本

人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書

類
を
持
参
の
上
、
左
記
縦
覧
場
所

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 
　
４
月
１
日
（
月
）
～
５
月
　
日
３１

（
金
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

 
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
分
１５
 
　
総
務
部
税
務
課
・
各
振
興
事

務
所
振
興
課
税
務
窓
口
（
各
振

興
事
務
所
は
各
地
域
所
在
分
の

み
縦
覧
可
能
）

 
　
無
料

 
　
総
務
部
税
務
課
ま
た
は
各
振

興
事
務
所
振
興
課

 
　
　
・
１
８
３
７

６７

期時場費問☎

　
骨
髄
等
の
提
供
に
係
る
通
院
、

入
院
１
日
に
つ
き
１
万
円
（
通

算
７
日
を
限
度
と
し
ま
す
。
）

 
　
骨
髄
等
の
提
供
を
完
了
し
た

日
か
ら
１
年
以
内
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

 
　
健
康
福
祉
部
健
康
課

 
　
　
・
１
８
３
４

６７

申問☎

つ
つ
じ
）

 
　
　
・
４
５
１
１

８８

☎

「
風
し
ん
抗
体
検
査
」
を

受
け
ま
し
ょ
う

��������������� �
～ おっぱいで いっぱい 元気な子 ～

郡 上 市 民 病 院

家畜を飼養している人は報告が必要です

　今回は、母乳育児成功のための１０か条の第６条を紹介し

ます。

≪第６条≫　医学的に必要でない限り、新生児に母乳以外

の栄養や水分を与えないようにしましょう。

　当院では、基本的にミルクや糖水など母乳以外の栄養や

水分を飲ませないようにしています。しかし、赤ちゃんの

体重の減り方が多いときや脱水などの傾向がみられるとき

は、小児科医師と相談のうえ、当院の基準に沿ってミルク

や糖水を飲ませています。　

　また、お母さんが不安なときは、いつでも相談を受け付

けています。

　次回は、≪第７・８条≫を紹介します。

　母乳育児は、最も自然な育児であり、お母さんと赤ちゃ

んの絆をより深めます。

　市民病院は、多くの利点をもつ母乳育児がお母さんと赤

ちゃんの幸せにつながると考え、母乳育児を推進しています。

  郡上市民病院 総務課　  ６５-４１４０問 ☎

対象者：家畜１頭（１羽）以上の飼養者

４月１５日までに報告

　牛、水牛、鹿、めん羊、山羊、馬、

　豚（ミニ豚、イノブタを含む。）、いのしし

６月１５日までに報告

　鶏（ウコッケイ、チャボを含む。）、ほろほろ鳥、七面鳥、う

ずら（ヨーロッパウズラ）、あひる（マガモ、ガチョウ、アイガ

モ、フランスガモ）、きじ（ヤマドリ）、だちょう（エミュー）

提出先及び問合せ先：岐阜県中濃家畜保健衛生所

住所　〒５０５-８５０８ 美濃加茂市古井町下古井２６０１-１

　　　　　　　　 可茂総合庁舎内

電話　０５７４-２５-３１１１（代）　FAX ０５７４-２７-３０９２

※報告様式は、最寄りの家畜保健衛生所または県庁畜産

課で配布・県庁ホームページからも入手できます。

　家畜伝染病予防法に基づき口蹄疫、豚コレラ、鳥イン

フルエンザなどの家畜伝染病の発生を予防するため、牛、

豚、馬、山羊、鶏などを飼っている人は、毎年２月１日

時点の飼養状況を県へ報告することが法律で義務付けら

れています。

※畜産を業としている人だけでなく、展示用、ペットと

して飼っている人も対象です。
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市
で
は
、
出
産
し
た
後
も
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
退

院
後
早
期
か
ら
母
子
に
対
し
て
心

身
の
ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を

「
産
後
ケ
ア
事
業
」
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

 
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
産
後

４
ヵ
月
未
満
の
産
婦
及
び
そ
の

乳
児
で
、
出
産
後
の
心
身
に
不

調
や
育
児
に
不
安
が
あ
る
人

や
、
そ
の
他
支
援
が
必
要
な
人

等
。
※
医
療
行
為
が
必
要
な
人

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

 
　
育
児
相
談
や
授
乳
・
沐
浴
の

相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
、
心
身
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
等
を「
宿
泊
型
」

ま
た
は
「
日
帰
り
（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）
型
」
で
各
７
日
ま
で
利

用
で
き
ま
す
。

利
用
料

　
宿
泊
型
　
１
日
に
つ
き
８
千
円

　
日
帰
り
型
　（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　
１
日
に
つ
き
３
千
円
（
１
日

　
５
時
間
以
上
の
利
用
が
必
要

　
で
す
）

　
※
市
民
税
非
課
税
世
帯
及
び
生

　
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
で

　
す
（
申
請
が
必
要
で
す
）。

 
　
各
振
興
事
務
所
の
保
健
師
に

相
談
く
だ
さ
い
。

 
　
健
康
福
祉
部
健
康
課
（
や
ま

対内申問
産
後
ケ
ア
事
業
を
開
始

し
ま
す

つ
つ
じ
）

 
　
　
・
４
５
１
１

８８

☎

 
　
　
・
４
７
４
２

８８

 
　k

e
n
k
o
u
@
c
ity
.g
u
jo
.g
if

u
.jp

F A X死

食
育
推
進
会
議
の
委
員
を

募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
市
民
を
対
象
に
、
犯

罪
に
よ
る
被
害
を
受
け
ら
れ
た
本

人
や
遺
族
な
ど
に
対
す
る
生
活
支

援
の
一
環
と
し
て
、
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に

支
援
金
の
支
給
等
を
行
い
ま
す
。

　
犯
罪
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
や
、
１
ヵ
月
以
上
の
治
療
を
必

要
と
す
る
重
傷
病
を
負
わ
れ
た
場

合
に
、
遺
族
も
し
く
は
本
人
な
ど

に
対
し
て
、
支
援
金
の
支
給
や
無

利
子
の
生
活
資
金
の
貸
付
け
を
行

い
ま
す
。

 
　
遺
族
支
援
金

　
毅

犯
罪
行
為
に
よ
り
被
害
者
が

死
亡
さ
れ
た
場
合
　
　
万
円

３０

　
毅

既
に
重
傷
病
支
援
金
を
支
給

さ
れ
た
人
が
、
当
該
重
傷
病

支
援
金
の
受
給
に
係
る
犯
罪

行
為
に
起
因
し
て
死
亡
さ
れ

た
場
合
　
　
万
円

２０

　
　
重
傷
病
支
援
金

　
毅

犯
罪
行
為
に
よ
り
１
ヵ
月
以

上
の
治
療
期
間
を
要
す
る
重

傷
病
を
負
わ
れ
た
場
合
　
　１０

万
円

　
　
貸
付
金
　

　
毅

犯
罪
被
害
を
受
け
た
後
の
無

内

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と

食
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
を
め
ざ

し
「
第
２
次
郡
上
市
食
育
推
進
基

本
計
画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
推
進
や
評
価
な
ど
を
行
う
た

め
、
食
育
推
進
会
議
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

 
　
食
育
に
関
心
の
あ
る
市
内
に

住
所
を
有
す
る
　
歳
以
上
の
人

１８

 
　
２
人

　
※
応
募
が
多
数
の
場
合
は
選
考

　
を
行
い
ま
す
。

任
期
　
平
成
　
年
４
月
～
平
成
　

３１

３３

（
２
０
２
１
）
年
３
月
ま
で

 
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
送
付
ま
た

は
、
健
康
福
祉
部
健
康
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
用
紙
は
、

健
康
福
祉
部
健
康
課
お
よ
び
各

振
興
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

 
　
４
月
　
日
（
月
）【
必
着
】

２２

 
　
健
康
福
祉
部
健
康
課
（
や
ま

つ
つ
じ
）

　
〒
５
０
１
・
４
６
０
７
　
大
和

町
徳
永
６
１
８
番
地

 
　
　
・
４
５
１
１

８８

資定申期問☎

郡
上
市
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
を
制
定

   ハローワーク岐阜八幡　  ６５-３１０８問 ☎

����� ������ ������ � （郡上市雇用対策協議会）～輝く未来に向かって～ ～輝く未来に向かって～ 

就職先の事業所の所在地 郡上市内に就職を決めた理由 郡上市以外に就職を決めた理由
( 複数回答 )( 複数回答 )

郡上市内

60％

その他

（配属先未定など）

6％

郡上市以外

の県内

26％

愛知県

8％

生活が安定生活が安定

するからするから

46％46％

親・知人等親・知人等

に勧められたからに勧められたから

18％18％

求人条件が求人条件が

良いから良いから

14％14％

今は郡上市今は郡上市

以外で働き以外で働き

たいからたいから

22％22％

生活が安定

するから

46％
知らない

地域には不安

があるから

20％

親・知人等

に勧められたから

18％

その他（地元で就職
したかったから）

2％求人条件が

良いから

14％

郡上市に帰る郡上市に帰る

つもりがないからつもりがないから

25％25％

郡上市より郡上市より

求人条件が求人条件が

良いから良いから

25％25％

郡上市に帰る

つもりがないから

25％

郡上市より

求人条件が

良いから

25％

今は郡上市

以外で働き

たいから

22％

郡上市に自分が郡上市に自分が

希望した事業所が希望した事業所が

ないからないから

28％28％

郡上市に自分が

希望した事業所が

ないから

28％

（資料出所：平成３１年３月新規高等学校卒業者の就職に係るアンケート調査結果より）

  ハローワーク岐阜八幡　  ６５-３１０８問 ☎

怯就職先はどこにする？地元ｏｒ市外、県外？

　就職先を決めるにあたって、地元に残るかもしくは市外、県外に出て一人暮らしをするかは、重要な選択

です。　今春高校を卒業し、社会に出たみなさんが、どのように就職先を決めていったかアンケート調査を実

施しました。自分が何の条件を優先したいのかじっくり考えてみましょう。

＜平成３１年３月高校卒業者うち就職者６４名＞
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ひ
と
り
親
の
人
の
た
め
の

就
業
支
援
講
習
会
受
講
者

募
集
の
お
知
ら
せ

　
消
防
本
部
で
は
、
救
命
処
置
の

重
要
性
を
認
識
し
、
知
識
及
び
応

急
処
置
の
技
術
を
身
に
つ
け
る
た

め
、
上
級
救
命
講
習
会
（
成
人
、

小
児
、
乳
児
の
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、
止
血
法
等
の
応

急
手
当
）
を
開
催
し
ま
す
。

 
　
５
月
　
日（
土
）　
午
前
９
時

１１

～
午
後
６
時

 
　
市
消
防
本
部
２
階
大
会
議
室

 
　
　
名
（
定
員
に
な
り
次
第
、

２４
締
め
切
り
ま
す
）

　
　
※
申
し
込
み
が
５
名
以
下
の

　
　
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

 
　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

 
　
申
請
書
を
消
防
本
部
ま
た
は

消
防
署
所
で
受
け
取
る
か
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
記
入
の
上
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

 
　
５
月
７
日
（
火
）

 
　
実
技
が
メ
イ
ン
の
た
め
、
動

き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

 
　
市
消
防
本
部
警
防
係
（
〒
５

日場定費申期他問
上
級
救
命
講
習
を
開
催

し
ま
す

０
１
・
４
２
２
１
　
八
幡
町
小

野
４
・
４
・
１
）　
　

 
　
　
・
１
２
１
７

６７

 
　
　
・
１
２
１
５

６７

 
　g

u
jo
-sh
o
u
b
o
u
@
c
ity
.

g
u
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.lg
.jp
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業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

 
　
０
５
８
・
２
６
８
・
２
５
６
９

 
　sh

ie
n
-g
ifu
@
su
n
n
y
.o
c

n
.n
e
.jp

☎死　
 施
設
入
所
児
童
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

事
業
と
は
、
県
内
の
児
童
養
護
施

設
に
生
活
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
夏
休
み
の
期
間
中
の
３
日
間
、

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
家
庭
で
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

岐
阜
県
が
実
施
す
る
事
業
で
す
。

 
　
８
月
３
日
（
土
）
～
８
月
５

　
日
（
月
）

 
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
里
親
に
応
募

さ
れ
る
人
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

里
親
申
込
書
」
に
所
定
の
事
項

を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
申
込
書
は
児
童
家
庭
課

に
あ
り
ま
す
）。

 
　
３
月
１
日
（
金
）
～
４
月
　１５

　
日
（
月
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
里
親
と
し
て
決

定
し
た
人
に
は
、
７
月
５
日
（
金
）

ま
で
に
県
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

か
ら
「
子
ど
も
委
託
通
知
書
」
を

発
送
し
ま
す
。

 
　
健
康
福
祉
部
児
童
家
庭
課

 
　
　
・
１
８
１
７

６７

 
　
中
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

 
　
０
５
７
４
・
２
５
・
３
１
１
１

日申期問☎問☎

 
　
介
護
職
員
初
任
者
研
修
、
介

護
福
祉
士
実
務
者
研
修
、
介
護

福
祉
士
国
家
試
験
対
策
講
座
、

医
療
事
務
・
調
剤
薬
局
事
務
、

パ
ソ
コ
ン
講
座
、簿
記
講
座（
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
開
講
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

 
　
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

 
　
県
内
に
お
住
ま
い
の
ひ
と
り

親
 
　
全
講
座
合
わ
せ
て
　
人
程
度

９０

（
各
講
座
　
名
程
度
で
定
員
を

１５

超
え
た
場
合
は
抽
選
）

 
　
無
料
（
教
材
費
な
ど
受
講
に

必
要
な
経
費
は
自
己
負
担
）

 
　
申
込
書
が
健
康
福
祉
部
児
童

家
庭
課
に
あ
り
ま
す
の
で
、
受

け
取
り
及
び
記
入
の
上
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

 
　
４
月
　
日
（
火
）
～
５
月
　

２３

２０

日
（
月
）

 
　
健
康
福
祉
部
児
童
家
庭
課

 
　
　
・
１
８
１
７

６７

 
　
岐
阜
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就

内場資定費申期問☎問

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
里
親
」

を
募
集
し
ま
す
！

利
子
の
生
活
資
金
の
貸
付
け

上
限
　
万
円

２０

 
　
総
務
部
総
務
課
ま
た
は
各
振

興
事
務
所
振
興
課

 
　
　
・
１
８
３
２

６７

問☎

郡
上
の
地
域
資
源
を
生
か
し
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
！

Vol.20　
私
た
ち
が
生
き
る
　
世
紀
は
A
I

２１

（
人
工
知
能
）
、
I
O
T
（
す
べ
て
の
モ

ノ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
る
進

化
）
に
よ
る
技
術
革
新
が
進
み
、
暮
ら

し
や
働
き
方
に
は
大
き
な
変
化
を
求
め

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
人
が
個
性
の
発

揮
を
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
仕
事
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
が
担
当
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

う
な
れ
ば
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
人
格
と
感

性
が
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

人
類
に
と
っ
て
『
美
し
い
時
代
』
が
訪

れ
ま
す
。
有
限
会
社
グ
ル
ー
ブ
ー
ム
は

そ
ん
な
時
代
を
目
指
し
て
、
S
c
i
e

n
c
e
と
A
r
t
が
共
創
す
る
事
業
開

発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
I
C
T
（
情
報
通
信
技
術
）
も
A
r

t
も
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
直
観
的
、
か
つ
瞬
時
に
進
め
る

場
面
で
力
を
発
揮
し
ま
す
。
人
類
は
科

学
も
得
意
で
す
が
、
芸
術
を
用
い
て
表

現
で
き
る
多
様
な
才
能
を
持
ち
備
え
て

い
ま
す
。
A
I
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
発
達
し
、

自
動
化
と
機
械

化
が
進
む
未
来

に
お
い
て
は
、

よ
り
人
間
的
な

A
r
t
の
感
性

を
発
揮
し
て
人

の
感
受
性
に
訴

え
る
深
い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
事
業
が
必
要

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
そ
の
新
し
い
時
代
に
備
え

た
「
人
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
は
、

新
し
い
教
育
の
現
場
づ
く
り
が
急
務
で

す
。
そ
こ
で
当
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

単
元
ご
と
に
分
か
れ
た
学
び
で
は
な

く
、
学
校
教
育
を
支
え
な
が
ら
子
ど
も

も
大
人
も
同
格
に
な
っ
て
学
べ
る
境
界

線
の
無
い
地
域
社
会
で
の
学
び
の
場

を
、
S
c
i
e
n
c
e
と
A
r
t
に
同

時
に
取
り
組
め
る
P
B
L
（
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
型
学
習
）
の
手
法
で
構
築
し
て
い

き
ま
す
。
郡
上
市
が
、
世
代
を
問
わ
ず

才
能
豊
か
な
人
材
に
あ
ふ
れ
、
新
し
い

時
代
に
求
め
ら
れ
る
「
モ
ノ
づ
く
り
」

を
可
能
と
す
る
地
域
社
会
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
て

事
業
開
発
に

努
力
し
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
有
限
会
社
グ
ル
ー
ブ
ー
ム
代
表
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
塚
良
成

 
　
H
U
B
 
G
U
J
O

 
　
　
・
９
２
３
９

６７

問緯

S
c
i
e
n
c
e
（
科
学
技

術
）
と
A
r
t
（
芸
術
）
の
力
で

未
来
を
育
む
事
業
を
始
め
ま
す

①ICTとArtが生み出した
　『郡上おどりうちわ』 

②都市と地方を繋げる
『スマートゲレンデシ
ステム』

③大人と子供が科
学を楽しむ『ロボ・
トライアスロン』


